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瀬戸臨海実験所構内に出現した熱帯性ゴキブリ類の第3番目の種

サツマゴキブリ(ゴキブリ目， ゴキブリ上科)

久保田信

Appearance of the third species of a tropical cockroach， Opisthoplatia orientalis (Blattaria， 

Blattoidea)， in the campus ofthe Seto Marine Biological Laboratory at Shirahama， Wakayama 

Prefecture， Japan 

Shin Kubota 

京都大学フィールド科学教育研究センタ 一瀬戸臨海実験所(〒649-22日 和歌山県白t兵町 459)

世界に約 3000種，我が国に約 40種が生息す

るゴキブリ類のうち，南方系のゴキブリ類の l

種であるサツマコキブリ Opisthoplatiaorientalis 

は，白浜町では 2002年 7月に江津良の海岸道路

上で著者が遭遇(樫山・久保田， 2002)して以

来，町内のいろいろな場所で発見され(久保田，

2006a，b) ，最近では近郊の田辺市でも見つかっ

た(久保田， 2008).今回， 2009年 10月 12日

の深夜 0時過ぎに，瀬戸臨海実験所研究棟入り

口で生きた成体 1個体(図 1)に遭遇したので

記録する.

今回の発見で，本種は瀬戸臨海実験所構内に

これまで出現した熱帯性のコキブリ類では，

図 1目瀬戸臨海実験所構内に 2009年に出現

したサツマゴキブリ Opisthoplatiaorientalis 

36 

オオコキフリPanesthiaangllstipennis spadicaや

ワモンコ.キブリ Periplanetaamericana (樫山・久

保田， 2002: 2種とも 1994年 1月に樫山が初め

て発見)に次いで，第 3種目の熱帯性ゴキブリ

類となる.なお，後藤 (2000)によると，本種

は白浜町では 1999年に初めて発見されている.

(追記)2008年以降，加藤哲哉技術職員が構内

の宿舎の庭などに本種が多数生息しているのを

確認していた情報を 2009年 12月に得た。
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